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ＪＲ東海労働組合

減額は４期連続で終わりだ！
3.5ヶ月満額を勝ち取ろう！

ＪＲ東海労は、２０２２年度年末手当について、３．５ヶ月、専任社員はプラス５

万円、コロナ慰労金１０万円を要求しました。

会社はこの間、コロナ禍による旅客輸送量の減少を理由に、期末手当の大幅削減を

４期にわたり強行しました。コロナ禍前の２０１６～２０１９年度の４年間の期末手

当は、夏３．０５ヶ月、冬３．０ヶ月です。それを基準にして、前回までの支給率の

２．２ヶ月分を差し引くと、以下の賃金がカットされた計算になるのです。

夏季手当 ３．05－２．２＝０．85ヶ月 ０．85×２期＝１．７ヶ月

年末手当 ３．０－２．２＝０．８ヶ月 ０．８×２期＝１．６ヶ月

合 計 １．７＋１．６＝３．３ヶ月

全社員の皆さん、これだけの賃金が減額されたのです。黙って見過ごすわけにはい

けません。ここ最近、物価高騰が相次いでいます。しかも、ほとんど生活必需品です。

私たちの生活はますます厳しくなっています。

一方、ＪＲ東海ユニオンは「ＪＲ東海労は非常識の要求をしている」などの批判を

繰り返す反面、一人平均６，０００万円もの高額な役員報酬に対しては無言です。こ

の間の大幅減額の回復を考慮すれば、３．５ヶ月要求は少ないくらいです。いくらコ

ロナ禍であろうと、リニア建設を止めさえすれば、期末手当は減額する必要はありま

せん。第１四半期の決算は４７０億円の黒字です。要求通り出せる条件は整っていま

す。今こそ年末手当の満額獲得に向け、職場から声を上げていこうではありませんか。


